
令和７年度 小学部経営重点事項                                

 

子どもが自分の力を発揮し、生き生きと生活する小学部 

（教員が自分の力を発揮し、生き生きと生活する小学部） 

 

上記学部経営方針にむけて、学部経営重点事項を以下５点に設定する。 

重点事項 目標 具体的内容 

①児童一人一人の

自立と社会参加

に向けた学習指

導の充実  

一人一人の児童が自分

の力を発揮し、生き生き

と活躍することができ

る学習指導を展開する。 

○児童の実態や教育的ニーズを的確に把握し、目標設定

シートによる実態に応じた根拠のある目標を設定し、

目標にせまる学習内容や手だての中で、評価・改善を

繰り返しながら、充実した学習指導を行う。 

○生活に即した学習や体験的な学習を大切にし、学んだ

ことを日々の生活や将来の生活に生かせるようにす

る。 

○学部合同で行う学習では、異学年、異学級の友だちや

先生との関わりを大切にし、積極的にかかわりをもて

る活動を設定する。 

○教育課程検討委員会において、学校教育目標や教育課

程について、学習指導要領を踏まえて整理を進める。 

②安全で安心、効

果的な教育環境

づくり 

 

児童が安全に、安心して

もてる力を発揮できる

ような教育環境を整備

する。 

○児童が怪我をしたときや具合の悪い時などは、担任・

養護教諭・管理職（主事または副校長）の３名により、

状況（怪我の程度・原因・場所・時間等）の的確な共

通把握を行い、最も慎重な判断に従って対応する。 

○児童の動きを想定しながら、日常的に安全の点検・改

善を行うと共に、児童が生き生きと活動できるように

環境を整備していく。 

○丁寧な言葉遣いで指導することを基本とし、児童が安

心して生活できるようにする。 

③各教員の専門的

指導力の向上 

個々の教員や学部とし

ての、特別支援教育の専

門性や指導力を高める。 

〇個々の教員が研修に積極的に参加し、自己研鑽に努め

ることができるように環境を設定する。研修で学んだ

内容については、学部会等で共有し、学部全体の専門

性の向上を図る。 

〇「自立活動室」を有効活用できるようにすると共に、

自立活動に対する専門性や指導力を高める。 

④保護者・地域と

連携した特別支

援教育の推進 

 

保護者や地域と必要な

連携を確実に行い、共通

理解の基に教育活動を

行う。 

○個別の面談、保護者会、授業参観、登下校時等の機会

を通して保護者と細やかにコミュニケーションを図

る。主に児童の成長や課題等大切な情報を共有し、保

護者との共通理解を基に教育活動を行う。 

○児童に関する困難な事案や課題が出た時には、学部の

教員間で情報の共有を行い、全員で協力し合いながら

解決に向けて進めていく。 



〇日進公民館をはじめとした学校周辺の施設を利用でき

るように学習活動を計画、実施することで、地域の方

と交流する機会がもてるようにしていく。 

⑤働きやすさの実

現 

 

勤務時間を意識しなが

らも、子供に向き合う時

間の確保と質を高め、生

き生きと働くことがで

きる。 

〇教員一人一人が勤務時間・超過勤務を意識した業務精

選・効率化に向けて努める。業務によっては一人で抱

え込まず、他の教員に協力を仰ぎながら進めていく。 

〇Teams 等、ICT を有効に活用することで、会議時間や

日々の業務の簡素化、効率化を図る。 

〇放課後は休憩時間の確保に努める。また、休憩時間を

教員同士の交流を深める時間としても活用できるよう

にしていく。 

 


